青風荘　　フェイスシート

平成　23年　12月　12　日　担当：中村文洋　　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　吉田　　富秋　　様　　　　男・女　　　　昭和　28年　3月　28日生（　58歳）

	
	〒039-1104　　　住　所　　　八戸市田面木字赤坂35-9　　　　　電話　0178-27-7658

	
	病　　名
	幻覚妄想状態・アルコ－ル認知症
	合　併　症
	　　なし

	
	発症時期
	Ｈ　14年　月頃（49歳時）
	罹 患 期 間
	約　6年程度

	
	入院回数
	　　　4回　　
	延べ入院年数
	　約　　5年　　4ヶ月

	医療機関
	　病院　　（主治医　川端　Dr　）
	外来受診日
	水曜日（　1週　　1　回）

	医療区分
	生保
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	　円
	　有　（　1　級）

	経済状況
	年金
	　生保　月額　約１０万円

	
	その他
	

	障害程度区分
	　
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　デイナイトケア

	住まいの場
	　青風荘

	入所年月日
	Ｈ　22年　3月　23日
	身長
	162cm
	体重
	67.0kg

（＋1.0）

	最終学歴
	鹿橋中学校
	免許・資格
	　建設機械、溶接免許

	職　歴
	　工事作業員
	

	保　護　者
	氏　　名　　吉田　清助　　　　　様　　　　　　　続柄　兄　　　　　（同居　・否）

	利用目的　・　施設での日常生活などを通して日常生活能力の向上、維持を図っていく。
　　　　　・　地域生活における役割の形成を行い、生活の質を高めていく。

	入院・治療歴　初診日

　　期間　　　　　　　　　　　　　　             入院.外来　　　　医療機関

1.平成　14年 4月 24日～平成　14年 7月 12日　     入院　　　　　　　八甲病院

2.平成　15年 3月 15日～平成  15年 6月  1日　　　 入院　　　　　　　八甲病院

3.平成  15年12月 30日～平成  16年 3月 30日　　　 入院　　　　　　　青南病院

4.平成  16年 4月 13日～平成　22年 3月 23日　　　 入院　　　　　　　青南病院 

	生活歴　東通村にて同胞5名末子として出生。鹿橋中学校を卒業後、両親の仕事の手伝い（土木業）を半年程行っていた。19歳頃で初飲より飲酒。その頃は機会飲酒程度であったが、徐々に増加し次第に止められない状況となる。仕事はトンネル工事作業員などの仕事に従事し東京・神奈川・千葉・山梨など各地を点々としていた。H14年飲酒をする為に借金をして、その借金を両親に支払わせていた。また、会社の車を私用で乗用し解雇されていた。家族の負担が大きくなっていたことからH14.4.24.八甲病院へ入院。H14.7.12退院となるが、断酒継続出来ず、H15.3.15に同院再入院となる。しかし、入院中に飲酒をしていたことが原因で強制退院となる。退院後再度上京し、島田市市立病院精神科に通院加療しながら工事作業員に従事。上司より断酒を勧められていたが、実行することが出来ずH15.年2月に解雇となる。その後むつ市へ帰郷。兄の管理により飲酒は制限されていた。その後物忘れが出現。症状は徐々に進行し自分で置いた物を「盗まれた」と訴えたり、後払いと話して購入した物を近所に配るなどの問題行動が顕著となりH15.12.29に兄が当院へ電話相談を行う。同年12月30日当院受診し、同日入院となる（任意入院）。H16.3.30退院後、アパ－トにて単身生活となるが、深夜に洗濯したりテレビを大音量で観ることが頻回にあり、近所からの苦情により4日でアパ－トを退去される。服薬もなされておらず「俺は悪いことをしたから自首しに来た」と警察に行くこともあった。その後は兄宅にて生活。「近所の人達が警察の回し者であり、自分を捕まえに来る」などと話し、鉄パイプを持って隣家へ侵入しようとすることがあり、H16.4.13当院受診。同日入院（医療保護）となる。


	家族構成

家族構成


                 




	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

・保護者は兄（清助氏）となっている。面会は病院の促しで行っており、治療の協力には消極的である。本人が発病した当時に暴力行為を受けた経験があり、本人との関わりに対しても拒否的である。本人は入院時「兄に入院させられた」と被害的概念を持っていたが、現在兄に対して攻撃的となることはない。


平成　23年　 12月　12日　（月）

	氏　名
	　　吉田　富秋　様
	男・女
	生年月日
	　　28年　3月　28日　（　58歳）


	長期目標（中期・短期）

	· 施設の中で自立した生活が出来るよう技術を習得する

· 対人関係を構築してストレスを溜め込まないようにする


　　　　　　

	これまでの経過（前回検討日　H23年　7月11日）

	【　現在の様子　】

～病状について～

· 服薬・睡眠について問題は見られません。

～生活上の注意点～　　嗜好品を渡す事というコミュニケーション手段について

· 他者とのコミュニケーション手段の一つとして嗜好品を相手に渡す事があります。馬渡様や稲垣様から要求されると渡している事が見られています。今現在はありませんが、以前には嗜好品を他者に渡しすぎることで自分の分が足りなくなってしまい、嗜好品の購入量増加による小遣い額の不足から、スタッフへ対して凄みを利かせて小遣い額を上げるよう要求を行なうことがありました。

· 物の遣り取りの禁止についてはこれまでも継続した指導を行なっていますが、こっそりと嗜好品を他者にあげることが続いています。

～　買物　～

· 12/8、衣類等購入の為、ピアドゥへ出かけています。当初、電気毛布の購入を希望していましたが火災の危険を説明することで敷きパッドの購入で了承しています。しかし、いざ寝具の購入となると電気毛布購入を要求して来ています。再度の説明するものの聞き入れる事無いため寝具購入を止めています。

· 衣類や日用品は何が不足しているかある程度理解することが出来ています。メモに不足物品を記入しては、それを見て買い忘れがないようにしています。

～日常生活～

· 荘内生活では他者を気遣う行動が見られ、レクの際もスタッフを積極的に手伝うなど協力的な面が見られています。円滑な交流を図ることで安定した生活を営む事が出来ています。
社会生活を経験していることもあり、ある程度の社会生活能力を持ち合わせています。今後は社会生活能力の維持と今ある能力を活用できるよう、様子を見ながら当番を増やしていく予定です。

· ＤＮＣ通所は問題なく行なっています。エアロビやレクダンスなど運動プログラムにも意欲的に取り組んでいます。卓球などの場で、他者とコミュニケーションを図っています。

ＡＤＬ（日常生活動作）　

①食事　②歩行　③入浴・整容　④排泄・着脱衣　：　単身で問題なく行なえています。

社会生活能力
①健康管理　　　　　　：　特に問題は見られません。

7/11～現在まで、体重が＋1.0ｋｇ（66.0→67.0）体脂肪－0.9％（29.5→28.6）

　　　　　　　　　　　　　参考：　入所時　　　Ｈ22．4：体重　69.8ｋｇ　　体脂肪31.7％

②買物(金銭管理含む)　：　小遣い自己管理以外は、事務室管理。

③掃除・洗濯　　　　　：　部屋の掃除が不十分なところがある為、定期的に掃除支援を要しています。

リネンの利用をしているが、実際はシーツを使わずにいる事があります。

アルコール性認知症と他者とは異なる病状である為、対応についても物事の説明から理解を得る事が重要となってきます。アルコール摂取していないかどうかの見守りを含めて、今後も症状を留意しながらの支援を継続していきます。



	問題点
	介入方法
	支援期間

	・　部屋の整理とリネン利用について
	・　季節の節目ごとに部屋の掃除も兼ねて、押入れや物品の不足がないか本人とともに確認を行っていく。

・　リネン交換日には声かけなど行い、シーツを利用しているか確認を行っていく。
	　3ヶ月

	· 内面的な事を口に出すことが少なくストレスを溜め込む恐れがある

（考え・意見等を容易に言わない）


	· 施設内でのル－ルや規則等に関しては、それらがどういう理由であるのか説明を丁寧に行い、理解を得るようにしていく。

※　言葉を選びながら説明することで、ルール・規則に対してストレスを感じないように配慮していく。

· 定期的な面談を行なっていくだけでなく、普段の会話からも不満や不安といったストレスがあるかどうか引出していく。不満・不安などがあるのであれば、本人の話しやすい環境に場所を移して内容を詳しく捉えていく。

※　あまり自分のことを話さない方である為、事務室など他者に会話が聞こえない空間を場所にするか、もしくはＤＮＣ通所時間にスタッフが青陽館の一室を借りて面談を行なうなど環境面へ配慮をしていく。


	3ヶ月

	· 情動不安定になることがある

（他者への物品を与える行為がある）
（金銭面に不安を募らせる傾向にある）


	○　嗜好品を他者に与えることで自分の分が足りなくなり、嗜好品購入量の増加、小遣い額で足りず値上げ要求へ繋がったことがある。

　

· 金銭に関して興奮状態になった際には傾聴することで落ち着きの取り戻しを図る。落ち着いた後には要求の仕方について振り返り、今後はどのように要求を伝えれば良いか行動修正を図っていく。

※１振り返りでは、金銭面でどうして困ってしまったか、その原因を考えるように促していく。

（施設管理している本人のレシートを見せて、金銭を何に使っているかスタッフと一緒に確認していくことで、金銭使用状況の理解も促していく）

※２①で金銭使用状況の理解を得た後、購入額が多い品などに焦点を当て、今後どのように購入を変えていけば小遣い内でまかなえるかスタッフのアドバイスも含めて自己決定ができるようサポートを行なう。


	　3ヶ月

	· 施設体系移行にあたる障害程度区分調査にて、区分２の判定結果が出ています。

· 今後はこの結果を踏まえて新体系施設への入所準備を行なっていきます。


プラン計画者　氏名：　中村　文洋

修正プラン実施評価日： H　23年　12月　12日（月）　青山荘地域交流活動室

柳沢リツ子





保護者・清助
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